
 

 

 

 

 

 

令和６年第８回美幌町議会臨時会会議録 

 

 

 

 

 

令和６年１１月２９日 開会 

令和６年１１月２９日 閉会 

 

 

 

 

 

 

 

令和６年１１月２９日 第全号 

 

 

 

 

 



 

－ 1 － 

○議事日程 

 日程第 １ 会議録署名議員の指名 

日程第 ２ 会期の決定 

      （諸般の報告） 

 日程第 ３ 認定第 １ 号 令和５年度美幌町一般会計決算認定について（委員会報告） 

 日程第 ４ 認定第 ２ 号 令和５年度美幌町国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定に 

ついて（委員会報告） 

 日程第 ５ 認定第 ３ 号 令和５年度美幌町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定 

について（委員会報告） 

 日程第 ６ 認定第 ４ 号 令和５年度美幌町介護保険特別会計歳入歳出決算認定につい 

て（委員会報告） 

 日程第 ７ 認定第 ５ 号 令和５年度美幌町水道事業会計決算認定について（委員会報

告） 

 日程第 ８ 認定第 ６ 号 令和５年度美幌町公共下水道事業会計決算認定について（委

員会報告） 

 日程第 ９ 認定第 ７ 号 令和５年度美幌町個別排水処理事業会計決算認定について

（委員会報告） 

 日程第１０ 認定第 ８ 号 令和５年度美幌町病院事業会計決算認定について（委員会報

告） 

 日程第１１ 議案第６２号 財産の処分について 

 日程第１２ 議案第６３号 工事請負契約の締結について 

              （トレーニングセンター等耐震改修建築主体工事） 

 日程第１３ 議案第６４号 美幌町重度心身障害者及びひとり親家庭等の医療費の助成に 

              関する条例の一部を改正する条例制定について 
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午前１０時００分 開会   

 

◎開会・開議宣告 

○議長（戸澤義典） おはようございま

す。 

ただいまの出席議員は１２名でありま

す。定足数に達しておりますので、令和６

年第８回美幌町議会臨時会を開会します。 

これから、本日の会議を開きます。 

――――――――――――――――――― 

◎日程第１ 会議録署名議員の指名 

○議長（戸澤義典） 日程第１ 会議録署

名議員の指名を行います。 

会議録署名議員は、会議規則第１２５条

の規定により、１３番大原昇さん、１番木

村利昭さんを指名します。 

――――――――――――――――――― 

◎日程第２ 会期の決定 

○議長（戸澤義典） 日程第２ 会期の決

定を議題とします。 

去る１１月２５日、議会運営委員会を開

きましたので、委員長から報告を求めま

す。 

６番上杉晃央さん。 

○６番（上杉晃央） 〔登壇〕 令和６年

第８回美幌町議会臨時会の開会に当たり、

去る１１月２５日、議会運営委員会を開催

しましたので、その内容と結果について報

告いたします。 

本臨時会に付議された案件は、町提出案

件として、財産の処分１件、工事請負契約

の締結１件、条例改正１件、議会提出案件

として、９月定例会において、一般会計等

及び企業会計両決算審査特別委員会に付託

された令和５年度決算認定についての審査

結果報告８件であります。 

以上の内容でありますので、本臨時会の

会期については、本日１日限りといたしま

す。 

慎重なる審議に皆さんの御協力をお願い

するとともに、行政職員の皆さんには、真

摯な答弁と対応をお願い申し上げて、議会

運営委員会委員長としての報告といたしま

す。 

○議長（戸澤義典） お諮りします。 

ただいま、議会運営委員会委員長から報

告のあったとおり、本臨時会の会期を本日

１日間としたいと思いますが、御異議あり

ませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（戸澤義典） 異議なしと認めま

す。 

したがって、会期は本日１日間と決定し

ました。 

――――――――――――――――――― 

◎諸般の報告 

○議長（戸澤義典） 諸般の報告を行いま

す。 

諸般の報告については、事務局長から報

告させます。 

○事務局長（小室保男） 諸般の報告を申

し上げます。 

本日の会議につきましては、配付してお

ります議事日程のとおりであります。 

朗読については、省略させていただきま

す。 

次に、地方自治法第１２１条第１項の規

定に基づく出席説明員につきましても、配

付しておりますので、御了承願います。 

なお、松浦和浩議員、入院中のため、伊

藤伸司議員、所用のため、欠席の旨、それ

ぞれ届出がありました。 

また、本臨時会中、議会広報及び町広報

用のため写真撮影を行いますので、御了承

願います。 

なお、報道機関の写真撮影及びパソコン

の使用を許可しておりますので、併せて御

承知おき願います。 

以上で、諸般の報告を終わります。 

――――――――――――――――――― 

◎提出案件の概要説明 

○議長（戸澤義典） 町長から本臨時会に
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提出している案件について、概要説明をし

たいとの申出がありますので、発言を許し

ます。 

町長。 

○町長（平野浩司） 〔登壇〕 本日、こ

こに令和６年第８回美幌町議会臨時会が開

催されるに当たり、御出席を賜りました議

員各位に対しまして、心から感謝いたしま

すとともに、提出案件の概要について御説

明申し上げます。 

財産の処分について。 

議案第６２号財産の処分については、美

禽３１３番１ほか５筆の町有地、旧食肉セ

ンター敷地を電気通信会社による衛星通信

アンテナ設置施設として売却することにつ

いて、議会の議決に付すべき契約及び財産

の取得又は処分に関する条例第３条の規定

により、議決をいただきたいのでありま

す。 

工事請負契約の締結について。 

議案第６３号トレーニングセンター等耐

震改修建築主体工事については、入札結果

に基づき契約することについて、議決をい

ただきたいのであります。 

条例の改正について。 

議案第６４号美幌町重度心身障害者及び

ひとり親家庭等の医療費の助成に関する条

例の一部を改正する条例制定については、

本年１２月２日以降のマイナンバーカード

と健康保険証の一体化に伴い、所要の改正

を行おうとするものであります。 

なお、細部につきましては、担当部長よ

り御説明申し上げますので、御審議の上、

原案に御協賛を賜りますようお願い申し上

げまして、提出案件の概要説明といたしま

す。 

以上、よろしくお願い申し上げます。 

――――――――――――――――――― 

◎日程第３ 認定第１号から 

 日程第６ 認定第４号まで 

○議長（戸澤義典） 日程第３ 認定第１

号令和５年度美幌町一般会計歳入歳出決算

認定について、日程第４ 認定第２号令和

５年度美幌町国民健康保険特別会計歳入歳

出決算認定について、日程第５ 認定第３

号令和５年度美幌町後期高齢者医療特別会

計歳入歳出決算認定について、日程第６ 

認定第４号令和５年度美幌町介護保険特別

会計歳入歳出決算認定について、以上の４

件を一括議題といたします。 

この件につきましては、令和６年第６回

美幌町議会定例会において、一般会計等決

算審査特別委員会に付託しておりますの

で、その審査結果について委員長の報告を

求めます。 

１番木村利昭さん。 

○１番（木村利昭） 〔登壇〕 それで

は、一般会計等決算審査特別委員会に付託

されました審査意見について、御報告いた

します。 

 審査の結果。 

９月１２日の委員会設置から、延べ５回

にわたり委員会を開催し、関係書類の提出

あるいは関係職員の出席を求めるなどして

慎重に審査した結果、適正に予算が執行さ

れた決算として認定すべきものと決定し

た。 

なお一層の行政効果を期待し、次のとお

り審査意見を付すこととした。 

審査意見。 

一般会計全般について。 

令和５年度の一般会計決算は、歳入 

１２６億７,３３７万４,０００円で、前年

度比４億４,６８１万４,０００円、３.４％、 

歳出１２５億２９３万１,０００円で、前年

度比４億１,１８１万４,０００円、３.２％

のそれぞれ減となっている。 

歳入歳出決算額の差引きは２億７,０４４ 

万３,０００円で、単年度収支は５,９２８

万６,０００円の赤字、実質収支は１億

１,５２０万７,０００円の黒字となってい

る。 

財政状況について、財政力指数は０.３５６ 

で、前年度比で０.００４ポイント低下、経
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常収支比率は８６.１％で、前年度比０.８

ポイント悪化するなど、財政の硬直化が進

んでいる。 

また、健全化判断比率について、将来負

担比率はマイナス表示となったが、実質公

債費比率は７.２％で、前年度比０.３ポイ

ント悪化し、各指数及び比率は前年度より

悪化した。 

しかし、いずれも早期健全化基準を下回

っており、財政運営計画に基づく健全な財

政運営に努めつつ、少子高齢化対策、防災

対策、老朽化の進む公共施設の整備、人口

減少対策などに取り組んでいることを評価

したい。 

特に、小中学校のエアコン整備において

は、早期の判断と対応により、子供たちの

学習環境の保持に努めたことを高く評価し

たい。 

今後も人口減少や少子高齢化が進み、厳

しい財政運営が続くことも予想されること

から、さらなる経常経費の抑制に取り組む

など、引き続き健全な財政運営に努められ

たい。 

収入率向上対策について。 

公営住宅使用料の現年度分収入率が１１

年連続で１００％を達成していることは、

同規模自治体と比較しても特筆すべきもの

である。 

令和５年度の町税収入率は９７.４％ 

で、前年度と同率の高水準を維持してお

り、日頃の関係職員の努力を高く評価した

い。 

未収金については、取組の強化により効

果を上げているが、未だ令和５年度で、一

般会計６,２０９万９,０００円、特別会計 

４,８２４万６,０００円、合計１億１,０３４ 

万５,０００円の未収金が発生している。 

負担の公平性と適正化を図るため、収納

担当者間で連携し適正な債権管理と収入率

強化対策に努められたい。 

予算の執行について。 

各部局において、事業の見直しなどによ

り効果を高めているものがある一方で、事

業の見直しや改善がされておらず、事業効

果が十分に発揮されていないものが見受け

られた。 

厳しい財政状況の中、事業の推進に当た

っては、効率的かつ効果的に実施すべく、

制度設計の見直しを含め費用対効果を検証

の上、最少の経費で最大の効果を発揮でき

るように不断の努力を重ねていただきた

い。 

ふるさと寄附金について。 

令和５年度ふるさと寄附金は４億２,３１６ 

万７,０００円で、前年度４億８２４万 

９,０００円と比べて１,４９１万８,０００

円の増となっており、過去最高となってい

ることを評価したい。 

引き続き、返礼品の充実を含め美幌町の

魅力発信に努めるとともに、寄附者の意向

を踏まえ、寄附金を有効に活用できるよ

う、充当事業の選考に際しては慎重を期さ

れ、計画的に活用されたい。 

少数意見の留保。 

美幌町議会会議規則第７６条の規定によ

る少数意見の留保はない。 

以上であります。 

○議長（戸澤義典） これから、委員長報

告に対する質疑を行います。 

８番藤原公一さん。 

○８番（藤原公一） すみません、１点だ

けお聞きしたいのですけれども、３番の予

算の執行についての中で、事業の効果が十

分に発揮されていないものが見受けられた

という報告がありました。 

この事業の効果が十分に発揮されていな

いというのは、どのような事業だったの

か、お聞きしたいと思います。 

○議長（戸澤義典） １番木村利昭さん。 

○１番（木村利昭） 委員会の議論の中

で、大きく３点ほど挙げられました。 

まず一つが、各種健康診断、検診につい

てであります。 

どの検診も受診率がかなり低いというこ
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とで、周知等の改善の必要性について意見

が出ました。 

二つ目が、びほろの活力共創事業補助金

の今後の考え方について。 

令和５年度は新規の採択がなかったとい

うことで、３年間の補助金の縛りと制度設

計について改善を求める意見が出ました。 

最後、大きく三つ目が、店舗リフォーム

の補助金です。 

こちらは、募集期間等の見直しというこ

とで意見が出ました。 

以上です。 

○議長（戸澤義典） ほかに質疑はありま

せんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（戸澤義典） これで質疑を終わり

ます。 

これから、認定第１号から認定第４号ま

での４件を一括採決します。 

この採決は起立によって行います。 

この決算に対する委員長の報告は、認定

とするものであります。 

この決算は、委員長の報告のとおり認定

することに賛成の方は起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（戸澤義典） 起立多数です。 

したがって、本件については認定するこ

とに決定しました。 

――――――――――――――――――― 

◎日程第 ７ 認定第５号から 

 日程第１０ 認定第８号まで 

○議長（戸澤義典） 日程第７ 認定第５

号令和５年度美幌町水道事業会計決算認定

について、日程第８ 認定第６号令和５年

度美幌町公共下水道事業会計決算認定につ

いて、日程第９ 認定第７号令和５年度美

幌町個別排水処理事業会計決算認定につい

て、日程第１０ 認定第８号令和５年度美

幌町病院事業会計決算認定について、以上

の４件を一括議題とします。 

この件につきましては、令和６年第６回

美幌町議会定例会において、企業会計決算

審査特別委員会に付託しておりますので、

その審査結果について委員長の報告を求め

ます。 

８番藤原公一さん。 

○８番（藤原公一） 〔登壇〕 それで

は、企業会計決算審査特別委員会に付託さ

れました審査意見について、御報告いたし

ます。 

 審査の結果。 

９月１２日の委員会設置から、延べ５回

にわたり委員会を開催いたしました。この

間、関係書類の提出及び所管部局の職員の

出席を求めるなどして、慎重に審査を行っ

た結果、適正に予算が執行された決算とし

て認定すべきものと決定いたしました。 

なお、今後とも一層の努力を望み、次の

とおり審査意見を付すことといたしまし

た。 

審査意見。 

１、水道事業会計について。 

給水人口、給水件数が減少する中、営業

収益の根幹をなす給水収益は、税抜きで約

２２３万円増加している。 

一方、費用については、原水及び浄水費

や配水及び給水費の増などにより、営業費

用が大幅に増加となっており、この結果、

令和５年度の損益は、前年度に引き続き黒

字となったものの 、黒字額は大幅に減少し

ている。 

また、有収率は、平成２４年度以降、毎

年低下傾向にあったが、令和５年度におい

ては８５.０％となっており、令和４年度の

８４.７％を０.３ポイント上回っている。 

これは、老朽管更新計画に基づく更新工

事を着実に行ってきた成果と思われるが、

国が公表している水道事業経営指標におけ

る全国平均の８９％超を下回っていること

から、今後も財源確保に努めながら、計画

的に老朽管更新工事を実施し、一層の有収

率向上に努められたい。 

水道事業においては、人口減少や節水型

機器の普及などにより、給水収益が減少す
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る一方、管路の耐震化や施設の老朽化など

の更新需要の増加に加え、電気料金や資材

価格等の高騰による経費の増加などによ

り、経営環境は、今後も厳しさを増してい

くものと予測される。 

このようなことから、令和９年度までの

計画である美幌町水道事業経営戦略と美幌

町水道事業ビジョンから構成される美幌町

水道事業基本計画の次期計画策定に併せ、

急激な負担増とならないよう、町民生活と

水道事業経営、両方のバランスを考慮した

上で、水道料金改定の必要性について検証

されたい。 

また、将来にわたり良質な水道サービス

を安定的に提供するためには、さらなる有

収率の向上や給水収益を確保する取組を継

続されたい。 

２、公共下水道事業会計について。 

公共下水道事業については、令和５年度

から美幌町公共下水道事業の設置等に関す

る条例に基づき、地方公営企業会計へ移行

したものであり、地方公営企業会計へ移行

してから今回が初年度の決算となる。 

このため、大部分の項目において前年度

以前と比較することはできないが、人口減

少に伴う使用件数の減少をはじめ、節水意

識の定着や節水型機器（便器）の普及、機

能の向上等により、下水道使用量及び使用

料収入は前年度に比べて減少している。 

現状のままでは、下水道使用料収入の大

きな増加を期待することは難しく、その一

方で、今後も施設・設備等の老朽化による

修繕費などの増加が見込まれる。 

このことからも、収入率向上による収益

確保に努めるとともに、令和８年度までの

計画期間となっている美幌町下水道事業経

営戦略（公共下水道事業）の次期計画策定

に併せ、急激な負担増とならないよう、町

民生活と下水道事業経営、両方のバランス

を考慮した上で、下水道使用料金改定の必

要性について検証されたい。 

また、地方公営企業会計へ移行したこと

を機に、各財務諸表の分析を行い、経営成

績や資産、負債の状況を的確に把握し、コ

スト意識を持ちながら、より効率的かつ効

果的な事業運営に向けた取組を図られた

い。 

美幌町では、下水処理工程で発生する下

水汚泥については、現在、町外の再利用事

業者に運搬し処理している。 

下水汚泥は、従来から重金属や有害化学

物質などが含まれているとの見解により、

肥料としては敬遠されていたが、近年、下

水汚泥肥料が注目を浴びており、国土交通

省では、下水汚泥資源の肥料利用の拡大に

向けた官民検討会と称して、今後の普及に

向けて検討を進めている状況である。 

このことから、美幌町においても、昨今

の肥料高騰時代において注目を浴びている

下水汚泥肥料のメリット・デメリットにつ

いて情報収集を行うとともに、関係機関等

と連携して調査研究を進め、結果によって

は、町内農家等への還元について検討され

たい。 

公共下水道事業は、清潔で快適な生活環

境の向上や河川などの水質保全のために必

要不可欠なものであり、町民生活の基盤を

支えるものである。このため、持続可能な

下水道事業の運営を図る上からも、美幌町 

下水道事業経営戦略（公共下水道事業）等

を踏まえ、引き続き、効率的な事業運営に

努めるとともに、今後も中長期的な視点に

立った計画的な事業推進と安定した経営を

図られたい。 

また、管路施設等の資産については、引

き続き、ストックマネジメント計画に基づ

き、老朽施設の更新や管渠の長寿命化等を

計画的に実施し、経営基盤の強化に努めら

れたい。 

なお、下水道終末処理場における電気主

任技術者については、現在、町職員に有資

格者がいないことや美幌町の危機管理体制

を構築する観点からも、外部委託承認制度

もしくは外部選任の活用を検討すべきであ
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る。 

３、個別排水処理事業会計について。 

個別排水処理事業については、公共下水

道事業同様、令和５年度から美幌町個別排

水処理事業の設置等に関する条例に基づき 

地方公営企業会計へ移行したものであり、

今回が初年度の決算となる。 

このため、大部分の項目において前年度

以前と比較することはできないが、収益的

収支については、２５１万７,０００円の純

利益となっている。 

しかしながら、これは基準外繰入れを含

めた一般会計からの繰り入れによるもので

あり、独立採算制の観点から改善を要する

ため、令和８年度までの計画期間となって

いる美幌町下水道事業経営戦略（個別排水

処理事業）の次期計画策定に併せ、急激な

負担増とならないよう、町民生活と個別排

水処理事業経営、両方のバランスを考慮し

た上で、使用料金改定の必要性について検

証されたい。 

令和５年度における設置基数は８基で、

総設置基数は３４８基となっているが、個

別排水処理事業は、公共下水道事業区域外

のし尿、生活排水の汚水を処理する個別ご

との下水道施設であり、悪臭のない清潔な

生活環境の確保について、着実に整備を進

めていることを高く評価したい。 

今後も未設置家庭への普及に取り組み、

住民生活の環境改善と河川等の水質保全を

図るため、積極的に事業の推進に努められ

たい。 

美幌町における個別排水処理事業は、平

成９年度から事業が開始されており、今後

は施設の老朽化が進み、維持管理費の増加

が見込まれる。このため、美幌町下水道事

業経営戦略（個別排水処理事業）の経営の

基本方針を踏まえ、健全な活動を推進でき

る体制づくりに努めるとともに、コスト縮

減による業務の効率化、料金の適正化等に

よる経営基盤の強化を行い、町民から信頼

を得る健全な事業経営に努め、公営企業と

しての経営の効率化・健全化の推進、収益

性の向上を図られたい。 

あわせて、浄化槽設置に係る工事仕様書

の見直しなど調査研究を進め、経費縮減に

努められたい。 

４、病院事業会計について。 

令和５年度における外来患者数は延べ 

７１,３２７人で、前年度比３６３人増加し

ているものの、入院患者数は延べ２０,０２３ 

人で、前年度比１,３７４人の減少となって

おり、病床全体の利用率は５５.２％と、前

年度より４.０ポイント減少している。 

このことは、健康な方が増えていると捉

えることもできるし、いまだに新型コロナ

ウイルス感染症の影響があることや入院日

数が比較的短くなっていることも理解する

が、病床稼働率を上げるためにも、入院を

取り巻く環境の改善を図られたい。 

あわせて、外来待合室の椅子などを計画

的に更新し、外来患者に配慮した環境整備

を行うとともに、アンケート等により患者

の意見・要望に耳を傾け、外来患者の満足

度向上に努められたい。 

令和５年度の経営状況をみると、外来収

益は、前年度比で５,７８０万１,０００円、 

６.７％の減、入院収益は、前年度比で約

３,２２６万円、４.１％の減となり、医業

収益と医業外収益を合わせた事業収入は、

前年度比で約１億３,４７２万４,０００円

の減となっている。 

これは、医業収益においては、新型コロ

ナウイルス感染症の５類移行後も、依然と

して、コロナ禍前の患者数と比較して入院、 

外来ともに患者数は戻っておらず、減少傾

向が続いていることが要因であり、また、

医業外収益においては、新型コロナウイル

ス感染症関連の補助金等が終了したことも

影響している。 

これらに伴い、令和５年度における病院

事業の決算は、３年ぶりに赤字へと転じて

いるが、コロナ禍という臨時的な要因の影

響を強く受けた混乱期からコロナ禍前の通



 

－ 9 － 

常の状況に戻していくための過渡期であっ

たと認識している。改めて、経営改善の第

一歩として、構造的な状況分析を行い、収

支の黒字化へ向けた課題の解決に取り組ん

でいただきたい。 

令和５年５月８日から新型コロナウイル

ス感染症が５類感染症に移行されたが、移

行後においても、感染症への対応と通常医

療体制の両立を確立している医師、医療ス

タッフ、病院事業運営に関わる職員全てに 

心から敬意と感謝を申し上げる。 

国保病院は、町民の命と健康を預かる重

要な施設であることから、令和４年策定の

美幌町立国民健康保険病院長寿命化計画に

基づいた改修計画を実施する財源確保を図

るとともに、今後も地域医療を確保する上

で必要な常勤医師、特に内科医師の確保に

努められ、併せて、非常勤医師を含めた必

要な職員の充実を図り、持続可能な医療体

制の維持に努め、町民になくてはならない

基幹病院として、引き続き、安全で良質な

医療の提供を期待する。 

少数意見の留保。 

美幌町議会会議規則第７６条の規定によ

る少数意見の留保はない。 

審査意見については、以上であります 

次に、委員長として、口頭による補足意

見を２点申し上げます。 

２点とも病院事業会計についてでありま

す。 

１点目は、契約書についてでございま

す。 

一部の契約書類において、業者からの請

求書に記載の業務・工事名と発注業務・工

事名が一致しないものが見受けられまし

た。契約書類一式において、発注業務・工

事名を記載すべき書類については、全て一

致するよう留意するとともに、チェック体

制の強化を図っていただきたいと思いま

す。 

２点目は、補正予算に伴う書類についで

ございます。 

補正予算における予定キャッシュフロー

計算書において、一部誤りが見受けられた

ため、留意していただきたいと思います。 

以上であります。 

○議長（戸澤義典） これから、委員長報

告に対する質疑を行います。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（戸澤義典） 質疑なしと認めま

す。 

これから、認定第５号から認定第８号ま

でを一括採決します。 

この採決は起立によって行います。 

この決算に対する委員長の報告は、認定

とするものであります。 

この決算は、委員長の報告のとおり認定

することに賛成の方は起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（戸澤義典） 起立多数です。 

したがって、本件については認定するこ

とに決定しました。 

――――――――――――――――――― 

◎日程第１１ 議案第６２号 

○議長（戸澤義典） 日程第１１ 議案第

６２号財産の処分についてを議題としま

す。 

直ちに提案理由の説明を求めます。 

総務部長。 

○総務部長（那須清二） 議案書１７ペー

ジになります。 

議案第６２号財産の処分について御説明

を申し上げます。 

財産の処分について、次のとおり土地を

売却するものとする。 

本議案につきましては、議会の議決に付

すべき契約及び財産の取得又は処分に関す

る条例第３条の規定により、議会の議決を

求めるものでございます。 

売却しようとする土地の所在は、網走郡

美幌町字美禽３１３番１、３１４番１、 

３１４番２、３１５番６、３１９番６、 

３２２番１１、以上の６筆であります。 

面積は、１万１,１１５平方メートル。 
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売却の方法は、随意契約。 

売却金額は、２,００４万４,７９８円で

ございます。 

売却の相手方、東京都港区芝浦１丁目３

番３号、Ｇｌｏｂａｌｓｔａｒ Ｊａｐａｎ

合同会社、職務執行者、安藤浩でありま

す。 

売払いの経過でありますが、令和３年第

１回臨時会におきまして議決をいただき、

美幌町字美禽の旧北見東京電波株式会社美

幌工場跡地をアメリカのＧｌｏｂａｌｓｔａｒ 

社に売払いを行ったところでありますが、

Ｇｌｏｂａｌｓｔａｒ社は、その土地に衛

星通信アンテナを設置し、低軌道周回衛星

を利用した衛星通信サービスを展開してお

ります。 

このたび、当該企業の１００％子会社で

ありますＧｌｏｂａｌｓｔａｒ Ｊａｐａｎ

合同会社より、衛星通信アンテナを増設す

るため、隣接する旧食肉センター敷地等を

購入したいとの申出があったものでござい

ます。 

参考資料の２ページを御覧ください。 

資料１に、財産の処分に係る位置図を添

付しておりますが、赤枠で囲った部分が、

今回売払いを行う土地でございます。 

また、図面右上の青色で囲った部分が、

旧食肉センターの建物が現存する箇所でご

ざいますが、売払予定金額につきまして

は、町有地売払いに係る売払い価格に関す

る要綱第２条に基づき、固定資産評価額を

基に算定した時価３,４０６万７,５３４円

から、この建物解体に要する費用等１,４０２ 

万２,７３６円を控除した金額をもって、今

回の売払い予定価格としています。 

以上、議案第６２号につきまして御説明

いたしました。よろしくお願いいたしま

す。 

○議長（戸澤義典） これから質疑を行い

ます。 

１０番吉住博幸さん。 

○１０番（吉住博幸） 参考資料の位置図

という図面を見ていただきたいのですが、

よろしいですか。 

その図面で左、大ざっぱに言うと縦に国

道が走っています。赤い印の枠、三角にな

っていますね。 

まず１点目。 

同じようなことで、図面的に言えば、右

の下側、国道からぐるっと逆Ｌ字型になっ

ていますが、最後、下のほう、番号を振っ

ていませんから、私もどう言っていいか分

からないのですけれども、３１１の４に対

して太いところがありますから、これは道

路なのだろうなという気は勝手にしていま

す。勝手にしているという話です。 

その中で、例えば、国道からぐっと入り

口と、今回、国道は国道ですから、意味は

分かるのですが、町道も町道だと思うので

すけれども、土地との出入口の確保という

のは、最大に留意することだと私は思って

います。 

今回たまたまこの隣接者が購入されると

いうことで、安堵はしているのですが、私

が今、聞こうとしているのは、別な方が買

ったとするならば、トラブルのもとかな

と。 

例えば、国道の３１５の６のちょっと上

のほうに幅がある長方形の土地が共同道路

用地とか、専門用語でもっと具体的な言葉

があるのですけれども。 

たまたま今回、地籍でいう地続きの人が

買ってくれたから安堵はしていますが、本

来、別な人が買うとすれば、その辺の事情

はどうなっているのか。あえて言えば、入

り口もない出口もないということにはなら

ないのか。 

今回は、偶然にあったのですけれども、

共有用地とするならば、その人の同意も必

要だと私は思っています。通行させていた

だく。 

もちろん、通行権というのはあるのです

けれども、その辺の内容、もう少しお知ら

せしていただけないでしょうか。 
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○議長（戸澤義典） 財務課長。 

○財務課長（吉田善一） ただいまの御質

問にお答えいたします。 

まず、参考図面の右側の部分についてで

ございますが、今回売払いを予定している

３１３番地の１のその下、赤線から外れた

部分が、現在、美禽の加圧ポンプ所が設置

されているところでありまして、その下の

空白の細長い部分が町道という形になって

おり、国道からの出入口として確保されて

いる状況になっております。 

もう１点の今回売払いを予定している 

３１９番６の部分です。 

もともとは、国道まで真っすぐ一筆の土

地であったのですけれども、今回売払いに

当たって、国道からの入り口を確保するた

めに分筆をしておりまして、御質問のあり

ました３１５番の６の左上の四角い空白の

部分は、現在も町有地という形で確保して

おります。 

ですから、周辺の土地を利用されている

方の出入りという意味では、特に問題ない

と認識をしておりますので、よろしくお願

いいたします。 

以上であります。 

○議長（戸澤義典） １０番吉住博幸さ

ん。 

○１０番（吉住博幸） 話題はちょっと変

わります。 

安堵しました。出入口は、きちんと確保

されているよと。 

この売買に当たって、今回は別として、

土地はいつ何どき、所有者の変動もあり得

るものですから、基本的には出入口が確保

されていないといけないというのが、先ほ

ど聞いた趣旨でありました。 

そこで、地番が振っていないものですか

ら、今、説明あったところと共通している

と思いますけれども、国道の分筆登記も含

めて、自治体ですから特権もあるのですけ

れども、測量等含めて。分筆ですから測量

があるのですよね。 

これは、民間で言えば、土地家屋調査

士、登記自体は自治体の権限があるのです

けれども、その辺でかかった経費というの

は、今回の売買において、既存の建物解体

費は控除したよ、逆に今回、売買に当たっ

て分筆したと。 

これは、もともと美幌町の土地ではなく

て、個人――個人と言うのは私です。その

土地を買って。 

いいですか。土地を買って分筆して、出

入口を確保したというのであれば、費用が

発生している可能性もあるのではないかと

思うところです。 

その関係、いま一度、説明していただけ

ないでしょうか。 

○議長（戸澤義典） 財務課長。 

○財務課長（吉田善一） 御質問にお答え

いたします。 

ただいまお話のありました分筆に当たっ

ては、実際、土地の測量を実施しておりま

すが、測量に係る経費については、売払い

の要綱上で、原因者の負担でお願いしたい

というルールとしております。 

今回の測量については、土地購入を希望

される方が負担して測量をしている形にな

っておりまして、町での負担は生じており

ません。 

また、登記の手続については、町有地の

分筆ですから、嘱託登記という形で手続し

ておりますので、それについても費用がか

かっておりません。 

以上であります。 

○議長（戸澤義典） ほかに質疑はありま

せんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（戸澤義典） これで質疑を終わり

ます。 

これから、議案第６２号財産の処分につ

いてを採決します。 

この採決は起立によって行います。 

本案は、原案のとおり決することに賛成

の方は起立願います。 
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〔賛成者起立〕 

○議長（戸澤義典） 起立多数です。 

したがって、本案は原案のとおり可決さ

れました。 

――――――――――――――――――― 

◎日程第１２ 議案第６３号 

○議長（戸澤義典） 日程第１２ 議案第

６３号工事請負契約の締結についてを議題

とします。 

直ちに提案理由の説明を求めます。 

教育部長。 

○教育部長（遠藤 明） 議案書の１８ペ

ージになります。 

議案第６３号工事請負契約の締結につい

て御説明を申し上げます。 

次のとおり、工事請負契約を締結するも

のとする。 

記以下につきましては、参考資料により

御説明いたしますので、参考資料の３ペー

ジをお開き願います。 

資料２、議案第６３号関係。 

トレーニングセンター等耐震改修建築主

体工事であります。 

工事の場所は、美幌町字西１条南５丁目

３番地。 

工事の概要は、耐震補強工事、煙突撤去

工事、便所・更衣室改修工事、風除室増築

工事ほか記載の改修工事になります。 

入札年月日は、令和６年１１月１３日。 

指名業者は、株式会社ダイイチほか記載

の１２社でございます。 

契約金額、１億４,８３９万円。 

落札率は、９９.８５％であります。 

契約の相手方は、網走郡美幌町字美禽 

２８９番地６、株式会社ダイイチ美幌支

店、取締役支店長、田辺秀昭でございま

す。 

契約保証金、契約金額の１００分の１０

以上。 

契約年月日、議決後本契約による。 

工期は、本契約後３３０日とする。 

本日、議決いただき契約いたしますと、

３３０日目は、令和７年１０月２４日とな

ります。 

以上、御説明を申し上げました。よろし

くお願いいたします。 

○議長（戸澤義典） これから質疑を行い

ます。 

１０番吉住博幸さん。 

○１０番（吉住博幸） この案件、今回の

入札そのものでなくて、一度、時期がずれ

たということも含めて、応札者という意味

で問題視したときがありました。 

今回、指名業者が２、４、６、８――十

二、三社あるのかな。これは、指名者全員

が応札したのでしょうか。 

社会的事情ですから仕方ないことですけ

れども、この中でも再度、辞退という状況

があったのかなかったのか。これがまず１

点。 

２点目であります。 

工事概要に、煙突撤去工事と書いてあり

ます。相当古い建物ですから、あえて言え

ば、アスベスト。 

アスベストは、法的に言うと厄介なもの

でありまして、そして、現実、それを施工

できる。私の個人的な意見を挟ませていた

だいて悪いのですが、少なくとも美幌町内

の業者はできません。施工自体ですよ。 

その関係上、３３０日の工期でアスベス

トを適正に処理するために――というの

は、専門業者の都合もあると思っているも

のですから、工期としては３３０日で十分

なのか。 

この議論した経緯があれば、このことに

ついて議論されたことがあるならば、お教

え願いたいと存じます。 

この２点、よろしくお願いいたします。 

○議長（戸澤義典） 財務課長。 

○財務課長（吉田善一） １点目の御質問

にお答えいたします。 

まず、今回の入札の応札状況であります

が、指名業者１３社に対して応札業者は２

社であります。 
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辞退されたのが１１社ということであり

ますが、引き続き技術者確保が困難だと

か、作業員自体の確保が難しいという辞退

理由となっております。 

以上であります。 

○議長（戸澤義典） １０番吉住博幸さ

ん。 

○１０番（吉住博幸） ごめんなさい、数

字の違いがあったらお許しください。 

１３社のうち２社の応札で落札業者を決

めたと。 

前回、副町長からもお話がありました

が、仮に今回――不幸中の幸いで落札者が

いてよかったなと思っているところですけ

れども、今後、根本的に一社でもと。ここ

は明確に示されていない。過去の質疑の中

で明確に答弁いただいていないと、私は個

人的に思うもので。 

今回は、幸いにも２社応札で落札者決定

に至ったことを受けて、極端に言えば、予

定価格内で、一社でも応札があれば落札す

るのか。複数の応札がなければ駄目なの

か。やはり、これは明確にしておかない

と、今後、困るのではないかと思うもので

すから、その点、明確にできるものであれ

ば、答えていただきたい。 

○議長（戸澤義典） 副町長。 

○副町長（髙﨑利明） 吉住議員の質問に

お答えいたしますけれど、前回のときのお

話から、今回の入札の考え方について指名

委員会で協議を行いまして、一度、応札状

況というのでしょうか、一社のときは中止

として不成立としたところでございます

が、今回の入札につきましては、一社のみ

の応札でも有効とする案件として取り扱う

ということで通知をさせていただきまし

て、実施したものでございます。よろしく

お願いいたします。 

○議長（戸澤義典） 建築主幹。 

○建築主幹（廣田吉輝） 吉住議員の御質

問にお答えいたします。 

御質問のとおり、煙突の中には、石綿が

含有されております断熱材が入ってござい

ます。 

その断熱材の除去に当たりましては、高

圧の水を使用した工法を選定してございま

して、お話のとおり専門業者しか対応でき

ない工法となっております。 

そのため、見積りの徴取時に、時期等を

お示しした中で工期を確認しておりまし

て、アスベストの除去にかかる期間につい

ては、おおよそ２週間とお聞きしておりま

す。 

ですので、工期については、十分余裕が

あると考えております。よろしくお願いい

たします。 

○議長（戸澤義典） １０番吉住博幸さ

ん。 

○１０番（吉住博幸） 今回の場所、基本

的に利用という意味では、利用者もいない

のかなと思いながらも、職員そのものはい

らっしゃると。組織として。 

その点で、そのアスベスト除去の間、当

然、十分に注意されて施工されるとは思う

のですが、その辺の期間。 

今、２週間と言ったか２０日か、失念し

て申し訳ないけれども、少なくともその

間、どのように健康被害のない対応を…

…。 

施工業者ということではなくて、他人様

に対してという意味で、考えていることが

あれば、お教え願いたいです。 

○議長（戸澤義典） 建築主幹。 

○建築主幹（廣田吉輝） 先ほど、高圧水

でそぎ落としていく工法を採用していると

いうことで御説明させていただきました

が、今回の工法に当たりましては、より安

全を期すために、上下にセキュリティール

ームを設けまして、気圧調整した上で、外

部に飛散することがない工法を採用してお

ります。 

ただ、より安全を考えると、施設の利用

者の関係も考慮していかなければならない

なと思いますので、その辺は施設管理者と
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協議の上、状況によって対応していきたい

と思っております。よろしくお願いいたし

ます。 

○議長（戸澤義典） ほかに質疑ありませ

んか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（戸澤義典） これで質疑を終わり

ます。 

これから、議案第６３号工事請負契約の

締結についてを採決します。 

この採決は起立によって行います。 

本案は、原案のとおり決することに賛成

の方は起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（戸澤義典） 起立多数です。 

したがって、本案は原案のとおり可決さ

れました。 

――――――――――――――――――― 

◎日程第１３ 議案第６４号 

○議長（戸澤義典） 日程第１３ 議案第

６４号美幌町重度心身障害者及びひとり親

家庭等の医療費の助成に関する条例の一部

を改正する条例制定についてを議題としま

す。 

直ちに提案理由の説明を求めます。 

福祉部長。 

○福祉部長（斉藤浩司） 議案の１９ペー

ジをお開き願います。 

議案第６４号美幌町重度心身障害者及び

ひとり親家庭等の医療費の助成に関する条

例の一部を改正する条例制定について御説

明いたします。 

美幌町重度心身障害者及びひとり親家庭

等の医療費の助成に関する条例の一部を改

正する条例を次のように制定しようとす

る。 

記以下につきましては、参考資料にて御

説明いたしますので、参考資料の４ページ

をお開き願います。 

資料３、議案第６４号関係。 

条例名は、省略させていただきます。 

今回の改正目的ですが、今回、助成対象

となる方が保険医療機関等を受診する際に

提示する健康保険証と受給者証について、

マイナンバーカードと健康保険証が一体化

されたことに伴い、条文の文言を改めるも

のでございます。 

改正内容は、現在、重度心身障害者及び

ひとり親家庭等の医療費の助成対象者に

は、受給者証、紙の受給者証を交付してお

りますが、保険医療機関等に受診される際

は、マイナンバーカードまたは健康保険証

と一緒に提示していただいております。 

行政手続における特定の個人を識別する

ための番号の利用等に関する法律等の一部

を改正する法律、いわゆるマイナンバー法

の一部改正法の施行日を令和６年１２月２

日とする政令が公布され、同日以降、従来

の健康保険証の新規発行はできなくなり、

マイナンバーカードを取得してない方やマ

イナンバーカードを健康保険証として利用

する登録をしていない方には、マイナンバ

ーカードによらず保険資格が確認できるよ

う、御自身が加入している医療保険者から

資格確認書が交付されております。 

今後、保険医療機関等に受診される際

は、マイナンバーカードによる確認のほ

か、保険証と同様に使用することができる

資格確認書の提示により受診することとな

ることを、経過措置として、発行済みの保

険証は最大１年間使用可能であることなど

から、本条例の第７条に規定の受給者証の

提示を、下記に記載のとおり、被保険者証

または組合長と記載のあるところを、医療

保険各法による被保険者もしくは被保険者

たることを証する書類に改正するものであ

ります。 

この医療保険確保における被保険者もし

くは被保険者であることを証する書類と

は、マイナンバーカード、健康保険証、資

格確認書のことでございます。 

根拠法令は、行政手続における特定の個

人を識別するための番号の利用等に関する

法律等の一部を改正する法律。 
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施行日は、令和６年１２月２日でありま

す。 

以上、御説明いたしました。御承認賜り

ますよう、よろしくお願いいたします。 

○議長（戸澤義典） これから質疑を行い

ます。 

６番上杉晃央さん。 

○６番（上杉晃央） １点だけ。 

現状で、条例改正の目的は分かりました

が、今、対象者のマイナンバーカードの交

付率がどの程度になっているのか、実態が

分かれば教えてください。 

○議長（戸澤義典） 町民生活部長。 

○町民生活部長（関 弘法） 現時点で、

交付率は約８７％に届く状況となってござ

います。 

手元にまだ届いていない方もいらっしゃ

いますが、申請されている方が８７％いら

っしゃるということです。よろしくお願い

します。 

○議長（戸澤義典） ほかに質疑はありま

せんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（戸澤義典） これで質疑を終わり

ます。 

これから、議案第６４号美幌町重度心身

障害者及びひとり親家庭等の医療費の助成

に関する条例の一部を改正する条例制定に

ついてを採決します。 

この採決は起立によって行います。 

本案は、原案のとおり決することに賛成

の方は起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（戸澤義典） 起立多数です。 

したがって、本案は原案のとおり可決さ

れました。 

──────────────────── 

◎閉会宣告 

○議長（戸澤義典） 以上で、本臨時会に

付議されました案件は、全て終了しまし

た。 

会議を閉じます。 

これで、令和６年第８回美幌町議会臨時

会を閉会します。 

お疲れ様でした。 

 

午前１１時３分 閉会   
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